












































































































































































































































































































入澤 崇 1988 「ナーガと仏教」『密教図像』6: 
68-50。 
定方 晟 1972 「仏典に於けるナーガ」『印仏
研』20(1): 53-59。 


































































































佐和隆研 1962 『仏像図典』吉川弘文館。 
























































































































































































































































































































































































































































































mano などが関係するようで、祖語として*m  n-
が想定されているようです（風間喜代三  1990 
『ことばの身体誌：インド・ヨーロッパ文化の原
像へ**－』平凡社）。サンスクリットでは「手」を
表す語彙は hasta か pāṇi なので、系統が異なりま






















































































































































矢野道雄 1986 『密教占星術』東京美術。 
矢野道雄 1992 『占星術師たちのインド』（中
公新書）中央公論社。 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































阿部泰郎 1989 「宝珠と王権  中世王権と密
教儀礼」『岩波講座東洋思想 16 日本思想 2』岩波
書店、pp. 116-169。 
転写は紙であれば直接写すこともあったかもしれ
ませんが、新しく作る作品も絹本などの布製品な
ので、すかして写すということはできなかったで
しょう。横に置いて模写するという方法が多かっ
たと思います。すぐれた絵師であれば、十分可能
です。制作にあたったのは絵師の場合も僧侶の場
合もあります。昔から、すぐれた密教僧の条件と
して、絵の才能があげられますし、実際、僧侶が
描いたすぐれた仏画やマンダラが数多く伝えられ
ています。 
 
俗な質問ですが、空海はたくさんの仏像や仏具、
教本を請来していますが、公費の留学僧として、
それだけの資金があったのでしょうか。それとも
空海独自の才覚で用意したのでしょうか。 
このあたりは、歴史の分野になるので、私もよく
わかりませんが、空海の請来した内容から見て、
その費用は莫大なものが必要だったはずです。し
かも、銀行も外国為替もない時代なのですから、
唐でも使える価値のあるもの（たとえば金とか）
を準備していったのでしょう。空海と最澄とでは、
遣唐使の中でも格が全然違いますから（最澄の方
がずっと上）、空海の場合、使える公費のような
ものもおそらくわずかだったでしょう。ただし、
たとえ資金が潤沢でも、当時の第一級の曼荼羅な
どを大量に作ることは容易ではなかったはずです。
恵果をはじめとする当時の中国密教の有力者たち
が、全面的にバックアップをして、はじめて可能
になったと考えられます。 
 
胎蔵界曼荼羅など、何が描いてあるかわからない。
マンダラをはっきりと見る方法はないのですか。
X線などを使っても無理なのでしょうか。 
請来本の大きさであれば、一辺が 4 ㍍以上もある
ので、保存さえ良ければ細部まではっきり見るこ
とができます。授業でお見せしているスライドは、
ほとんどが出版物からスキャンしたものなので、
細部はよくわからなくなっていますが、現物は違
います。西院本は 2 ㍍足らずなので、かなり小さ
いのですが、それでも近づけばきちんと見えます。
ただし、両界マンダラの作例は数多くあって、後
世の小品では、かなりいい加減に書いてあるもの
もあります。いずれにしても、展覧会などで実際
に現物を見る機会があればいいのですが。 
 
請来本などの歴史を見たときに、転写というもの
は、長いタイムスパンをとって行われていたよう
ですが、このようにマンダラをわずかにしか生産
しないというのは、それだけマンダラを扱うとい
うことが、日本においては特権的なお寺でしか行
われなかったということなのですか。マンダラの
廉価版というべきものというのを、もう少し作っ
ていても良さそうなのですが。それは密教が俗化
するという理由からだめかなぁ。 
請来本の転写というものが何百年ごとにしか行わ
れなかったのは、たしかに不思議ですね。請来本
やその転写本は、真言宗にとってかけがえのない
宝であったはずですし、簡単に見ることはできな
かったでしょうから、その複製品をむやみに作る
ことも許されなかったと思います。また、実際に
請来本の系統の作品が東寺と金剛峯寺にしか残っ
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ていないのも、転写という作業が国家的な事業で
あったことを表しています。しかし、それなら正
統の転写本がもう少しよい状態で伝えられてしか
るべきという気もします。西院本などは実際、保
存状態もかなり良好なのですから…。このあたり
のことは、日本仏教史の知識が必要なようです。 
 
 
11. 日本のマンダラ（2）：別尊曼荼羅と修法 
 
 
日本のマンダラはなかなか多様です。インドでは
ヒンドゥー教の神々などを合わせ、ともかく数を
集める方針が主流だったように感じましたが、日
本は儀礼などの目的にあわせて種々な形態をとる、
いわば、より創作的な要素がマンダラに含まれて
いるように思いました。 
日本ではインドやチベットのように 100 種を越え
るようなマンダラは生まれませんでしたが、別尊
曼荼羅や今回取り上げるさまざまなマンダラをあ
わせると、数の上ではそれ以上になるかもしれま
せん。いずれも「多様なマンダラ」と呼ぶことが
できますが、インドではマンダラの多様化の背景
には、さまざまな密教経典の登場があったのに対
し、日本ではマンダラを用いて行う修法やそれを
説く儀軌が重要となります。さらに、神道や浄土
教など、本来、密教とは直接関係のない宗教にも
「マンダラ」と呼ばれる絵図があらわれたことが、
日本独自の「マンダラの世界」を生み出しました。 
 
種子マンダラの種子というのは、いわゆる梵字の
ことと思います。一種独特の文字ですが、いつ頃、
どういう経緯で生まれたものでしょうか。 
マンダラが作られた時代のインドの文字です。日
本では「悉曇」（しっだん）と呼ばれることもあ
りますが、これは書体の名称から付けられたもの
です。マンダラの仏たちを文字で表すのは、シン
ボルで表すことと同じ発想ですが、密教独自の瞑
想法と関係します。マンダラやその中に含まれる
仏たちは、密教の僧侶によって瞑想の中で生み出
されます。このとき、瞑想のための核のようなも
のとして、これらの文字やシンボルが準備されま
す。これらの核をつぎつぎと変化させることで、
仏の姿を作り上げていくのです。文字は音もとも
ない、瞑想の過程で僧侶はそれぞれの文字を発音
することもあったようです。 
 
大仏頂曼荼羅は景色の中に仏がいて、遠くから見
ると風景画のようだった。曼荼羅の種類の多さに
非常におどろいた。 
別尊曼荼羅の形態は、金剛界や胎蔵界にならった
幾何学的なものと、景観や建造物を背景とする叙
景型に大別できます。大仏頂曼荼羅は後者に含ま
れ、背景には山や川が描かれています。ほとんど
同じ構成要素を持つ一字金輪の場合、八葉蓮華に
描かれた前者のタイプと、空間の中に配した後者
のタイプの両者があります。今回の授業で取り上
げるように、叙景型が優勢になるのも、日本のマ
ンダラの特徴のひとつにあげられます。 
 
別尊曼荼羅になると、それまでのマンダラと比べ
てかなり単純になっていたが、このようなマンダ
ラの多様化および単純化（簡単に作成可能？）も、
平安時代の各種の儀礼、祈禱の隆盛と関係があっ
たのだなぁと思った。 
たしかに、インドのマンダラが複雑化、大規模化
を進めていったのに対し、日本では別尊マンダラ
にみられるような多様化はあっても、規模の上で
は胎蔵や金剛界に比べるとはるかに単純なものに
なっています。別尊曼荼羅を用いて行う儀礼は、
基本的には特定の尊格を本尊として行う祈願儀礼
であるので、その尊格に若干の取り巻きをくわえ
た画像があれば、儀礼を行うには十分なのでしょ
う。別尊曼荼羅のような形のマンダラが日本でさ
かんに作られたのは、インド密教の初期的な段階
で行われたこのような現世利益的な儀礼が平安時
代の貴族社会とうまく結びついたからと考えられ
アジアのマンダラ（前期） 
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ます。マンダラが「世界」を表すなどという考え
方は、日本人にとってほとんど受け入れられてい
なかったのでしょう。 
 
別尊曼荼羅の儀礼の私的な利用に対して、日本の
僧たちのあいだでも反対のようなものはなかった
のですか。 
むしろ、積極的に私的な利用をすすめていったよ
うです。空海や最澄につづく入唐僧たちは、それ
まで知られていなかった、より強力な修法（儀
礼）と図像を求めて中国に渡りました。とくに天
台は最澄が伝えた密教が空海のそれにくらべ不完
全（というより特異）なものであったため、密教
の導入により熱心でした。平安時代の密教儀礼は、
護国的なものから私的なものへという流れでとら
えることができますが、実際の経典や儀軌でこれ
らが区別されているわけではありません。たとえ
ば、護国儀礼といっても中心にあるのは天皇の長
命息災を願うものだったりするのですから、私的
な修法とみなすことも可能です。朝廷や貴族の信
を得るために、真言宗も天台宗もさまざまな修法
を実践し、その効果をアピールしました。これを
「験（げん）をきそう」といいます。場合によっ
て、別の僧侶の行う修法を無力化させる修法も行
われます。 
 
自分の描いていたマンダラのイメージと少し違っ
たので、『五部心観』の描かれ方が新鮮でした。
受けた印象としては、禅のイメージと重なったの
ですが、それとはまた関係はないのでしょうか。 
『五部心観』や胎蔵図像、胎蔵旧図様のような白
描集は、密教図像の中でかなりの割合を占めます。
マンダラそのものではなく、その中に含まれる尊
格のみを取り出した図像集です。ただし、五部心
観には尊像以外にも各尊のマントラ、シンボル、
印（両手を組み合わせて作るシンボリックな形）
なども下段に描かれています。これは、この図像
集が単なる「デザインブック」ではなく、それぞ
れの仏を瞑想するためのマニュアルとなっていた
からです。五部心観は善無畏がインドから中国に
もたらしたものが原本と考えられ、このような伝
統がインドに由来することがわかります。チベッ
トやネパールでもこのような瞑想のための図像集
が何種類もありますが、同じルーツを持つのかも
しれません。もちろん、その場合もマンダラなど
の図像作品の下絵という性格もあわせ持ちます。 
 
・灌頂の儀礼が胎蔵曼荼羅を用いて行われること
の方が多かったのではないかとおっしゃっていま
したが、その場合は胎蔵だけで両界を表していた
ということですか。「二つでひとつ」というのは
わかるのですが、ひとつで二つを表すというのは、
具体的にどういうことなのでしょうか。 
・別尊曼荼羅は両界曼荼羅よりも小ぶりというこ
とですが、どれくらいの大きさなのですか。 
本来、マンダラとはそれひとつで「仏の世界」を
表しているのですから、二つある必要はないので
すが、中国密教や日本密教では金剛界と胎蔵界の
二つのマンダラで一具と扱われます。そのため、
マンダラを用いる灌頂儀礼でも、これら二つのマ
ンダラに順に入壇します。空海が中国で灌頂をう
けたときも、はじめに胎蔵界で灌頂をうけ、数ヶ
月後に金剛界での灌頂を行っています。二つのマ
ンダラを用いる回数は、必ずしも同じではないの
です。灌頂には「結縁灌頂」とよばれる在家信者
向け（平安時代は社会的身分の上位の人に限られ
る）のものがありますが、その場合は、いずれか
一方だけで行われます。（ちなみに、高野山では
春と秋の連休の頃に、おもに観光客を対象に結縁
灌頂をおこなっていますが、やはり金剛界と胎蔵
のいずれかひとつで、通年で両方となります。）
敷曼荼羅の表面が摩滅しているのは、灌頂で行わ
れる「投華得仏」で、花（実際は葉っぱ）をマン
ダラの上に投げて、それを別の道具で引き寄せる
ためにできたと考えられます。とくに根拠がある
わけではありませんが、摩滅の度合いは儀礼での
使用頻度によるということで、胎蔵界を用いるこ
とが多かったのではないかと言いました。実際に
史料などで確認できるかどうかわかりませんが…。
別尊マンダラは一定の大きさがあるわけではあり
ませんが、一般には長辺でも一メートル未満でし
ょう。儀礼を行う場に懸けて用いられたようです。 
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日本に砂マンダラを作るという発想が出なかった
のでしょうか。壇を壊すのではなく、残すという
のは、頻度によるか、金銭面での問題が絡むよう
な気がします。灌頂の投華得仏の折り、投げる花
は何の花でしょうか。大元帥法などを国家の大事
にあたり、修法せよと命じるのは誰なのだろうか。
やはり天皇直々か。その際、やはり真言、天台系
統だけなのであろうか。気になります。 
砂マンダラはチベットのマンダラを指す造語で、
インドでは単に「マンダラ」と呼んだり「描かれ
たマンダラ」と言います。後者は「観想上のマン
ダラ」という瞑想の中のマンダラとの対比で用い
られる用語です。漢訳の密教経典では「土壇曼荼
羅」と訳されることもあり、制作方法は経典と通
じて日本にも伝えられています。しかし、実際に
作られたことはなかったようです。作り方はわか
っても作る技術が伝わらなかったからかもしれま
せん。また、インドでこのようなマンダラを作る
のは、マンダラが儀礼の場の一部を構成するため
でした。インドでは古代以来、儀礼の場は恒常的
なものではないという考え方が伝統的にあるので
すが、これも日本では一般的ではありません。頻
度や金銭的な理由もあるかもしれませんが、それ
はインドやチベットでも同じことではないでしょ
うか。投華得仏で投げる花は、インドの文献では
とくに指定はされていませんが、日本では「樒」
（しきみ）という木の葉を使います。3 枚ほどの
葉がつながった枝を合掌した両手の指先にはさみ、
前方に投げるようです。大元帥法は、通常は天皇
の代替わりの時に、正月の後七日御修法にかわっ
て行われたそうですが、国家危急の時には臨時で
行われます。指示はおそらく天皇でしょう（ただ
し、確認していませんので、自分で調べてみて下
さい）。大元帥法は小栗栖の常暁が請来した修法
で、基本的に真言に属します。大元帥明王という
名前の恐ろしい尊像を特大の画像として準備し、
これを本尊として行います。儀礼の場にはそのほ
かにも刀や弓矢などのさまざまな武器が並べられ、
護国儀礼の究極的な姿を示しています。 
